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【公表番号】特表2016-500167(P2016-500167A)
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【年通号数】公開・登録公報2016-001
【出願番号】特願2015-534676(P2015-534676)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   17/30     ３３０Ｂ
   Ｇ０６Ｆ   17/30     ４１５　
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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月12日(2016.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムであって、
　複数の命令を格納するメモリと、
　前記メモリにアクセスするように構成された１つ以上のプロセッサとを備え、前記１つ
以上のプロセッサはさらに、前記複数の命令を実行することにより、少なくとも、
　　表示すべきイベントデータの指示に少なくとも部分的に基づいて、戦術的クエリを用
いてクエリエンジンを構成し、
　　要求に少なくとも部分的に基づいて前記戦術的クエリから連続クエリへの変換を可能
にするように、構成される、システム。
【請求項２】
　前記変換は実行時に可能にされる、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記変換は、前記連続クエリからプッシュされたデータを受けるようにリスニングサー
ビスを少なくとも構成することを含む、請求項１または２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記連続クエリは、前記クエリエンジンに関連する前記リスニングサービスに、ストリ
ームからデータをプッシュするように構成される、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記戦術的クエリは、前記クエリエンジンに代わってデータをプルするように構成され
る、請求項１～４のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記要求は、表示すべき前記データに関連するユーザから受ける、請求項１～５のいず
れか一項に記載のシステム。
【請求項７】
　前記要求は、前記ユーザに対して表示すべき前記データを表示するように構成されたユ
ーザインターフェイスを介して受ける、請求項６に記載のシステム。
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【請求項８】
　前記要求は、データウィンドウ、データレンジ、フィルタ値、および前記ユーザに関連
するディメンション変更のうちの少なくとも１つを含む、請求項６に記載のシステム。
【請求項９】
　１つ以上のプロセッサにより実行可能な複数の命令を格納するコンピュータ読取可能な
プログラムであって、前記複数の命令は、
　データベースからのユーザのイベントデータにクエリするための戦術的クエリを決定す
ることを、前記１つ以上のプロセッサに行なわせる命令と、
　前記ユーザのストリーミングイベントデータをクエリエンジンにプッシュすることを可
能にするように構成された連続クエリに、前記戦術的クエリを変換することを、前記１つ
以上のプロセッサに行なわせる命令と、
　前記クエリエンジンにプッシュされたデータに少なくとも部分的に基づいてアクティブ
な可視化を表示するように構成されたユーザインターフェイスを与えることを、前記１つ
以上のプロセッサに行なわせる命令とを含む、コンピュータ読取可能なプログラム。
【請求項１０】
　前記戦術的クエリは、前記クエリエンジンの実行時に、前記連続クエリに変換される、
請求項９に記載のコンピュータ読取可能なプログラム。
【請求項１１】
　前記戦術的クエリは、前記イベントデータの可視化をアクティブにすることを求める要
求に少なくとも部分的に基づいて、前記連続クエリに変換される、請求項９または１０に
記載のコンピュータ読取可能なプログラム。
【請求項１２】
　前記可視化は、アクティブな可視化をアクティブにすることを求める前記要求に関連す
るユーザに対してのみアクティブにされる、請求項１１に記載のコンピュータ読取可能な
プログラム。
【請求項１３】
　アクティブな可視化をアクティブにすることを求める前記要求は、少なくとも、前記イ
ベントデータを１つ以上のオブジェクトに解体させて前記１つ以上のオブジェクトをユー
ザ指定の時間間隔に少なくとも部分的に基づいて更新することを求める要求を含む、請求
項１１または１２に記載のコンピュータ読取可能なプログラム。
【請求項１４】
　可視化をアクティブにすることを求める前記要求は、少なくとも、前記イベントデータ
の表示および更新のうちの少なくとも一方のためのユーザ指定の時間ウィンドウの指示を
含む、請求項１１または１２に記載のコンピュータ読取可能なプログラム。
【請求項１５】
　方法であって、
　データベースからクエリエンジンにイベントデータをプルすることを可能にするように
構成された戦術的クエリを決定することと、
　前記イベントデータに関連するユーザから、前記イベントデータのアクティブな可視化
の生成に関連する要求を受けることと、
　前記ユーザのストリーミングイベントデータを前記クエリエンジンにプッシュすること
を可能にするように構成された連続クエリに、前記戦術的クエリを変換することと、
　前記クエリエンジンにプッシュされた前記ストリーミングイベントデータに少なくとも
部分的に基づいてアクティブな可視化を表示するように構成されたユーザインターフェイ
スを与えることとを含む、方法。
【請求項１６】
　前記変換は、前記イベントデータのアクティブな可視化の生成に関連する前記要求に少
なくとも部分的に基づく、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記連続クエリによってプッシュされたデータを受けるために前記クエリエンジンのリ
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スニングシステムを登録することをさらに含む、請求項１５または１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記戦術的クエリは、前記ユーザからの、前記イベントデータを表示することを求める
要求に少なくとも部分的に基づいて決定される、請求項１５～１７のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１９】
　フィルタを前記連続クエリに適用することまたは前記連続クエリのディメンションを変
更することを求める要求を受けることをさらに含む、請求項１５～１８のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項２０】
　前記イベントデータのアクティブな可視化の生成に関連する要求は、ユーザによって指
定された、スライディンウィンドウ構成および時間レンジ構成のうちの少なくとも一方を
含む、請求項１５～１９のいずれか一項に記載の方法。
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